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第 19 回 星ヶ丘医療センター地域連絡協議会 議事概要  

 

日 時：令和 5 年 6 月 15 日（木） 14 時 00 分～14 時 50 分 

場 所：星ヶ丘医療センター 新会議室Ａ 

出席者：【院外】地域の医師会代表 2 名、住民代表 1 名、 

関係する医療・介護機関 1 名 

       【院内】院長、副院長、看護部長、事務部長、地域医療連携室長 

書 記：地域医療連携室員  

議 題：１．新委員就任の報告  

    ２．当院の取り組みの報告について           

３．当院に対するご意見やご提案について  

    ４．その他 

                                     

１．新委員就任の報告 

   星ヶ丘医療センターの事務部長、入退院支援室長、地域医療連携室長が新委

員に就任した。 

 

 

２．当院の取り組みの報告について 

（１）COVID-19 5 類に伴う当院の対応について 

令和 4 年 4 月から令和 5 年 5 月までに 393 名の COVID-19 患者を受け入れた。 

  大阪府フォローアップセンターからの依頼が 100 名、外来 89 名、救急外来 68

名、院内 51 名、地域医療連携室を通した受け入れが 76 名であった。 

受入割合は大阪府フォローアップセンターが 25％、保健所 2％、外来 23％、

救急外来 17％、地域医療連携室 19％であり、大阪府フォローアップセンターか

らの受け入れが一番多かった。令和 5 年 4 月からは地域の医療機関からの受け

入れが多くなってきている。 

   令和 5 年 4 月から発熱外来・PCR 検査センターを廃止した。有症状者につい

ては各診療科で対応している。 

   COVID-19 病床の確保は平時及び感染拡大時の 2 段階運用となった。平時は小

児 6 床、要介護高齢者 14 床の合計 20 床、感染拡大時は小児 10 床、要介護高齢

者 20 床の合計 30 床確保するが、病床の内訳は状況により変動もあり得る。 

   面会については 4 月 11 日より平日 13 時から 17 時に 2 名以下 15 分以内でお

願いしている。面会制限の緩和については感染状況をみながら検討していきた

い。 

   COVID-19 病棟として使用していた緩和ケア病棟を令和 5 年 3 月 22 日から通

常運用で再開した。 

  

委員から質疑、意見。 

  ・COVID-19 病棟の内訳で小児と要介護高齢者とあるが、40 代などの患者はど

うなるのか。 

→入院が必要と医師が判断した場合には年齢に関係なく受け入れる。 

   ・面会時間は 15 分以内であるがもう少し長くできないか。 

   ・土日も面会できるようにしてほしい。 

・面会制限緩和に向けての基準などはあるか。 

  →近隣病院の状況、院内スタッフの勤務状況などをみながら緩和を検討し

ていく。 
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（２）地域住民向け研修会の開催について 

7 月 2 日（日）地域住民向けイベント 

当院は昭和 28 年に設立され、本年に創立 70 周年を迎えた。COVID-19 の影

響で地域住民と顔の見えるイベントを数年間開催できなかったが、5 類に移

行したことで令和 5 年 7 月 2 日（日）に地域住民向けのイベントを開催する。

細野院長による「肩こりについてのウソ??ホント?!」の講演、リハビリスタ

ッフによる肩こり体操、保健師・栄養士・MSW による健康福祉相談などを企

画している。 

 

6 月 8 日（木）のフレイル予防セミナー 

    令和 5 年 6 月 8 日（木）に株式会社 UR コミュニティ大阪住まいセンター、

枚方市地域包括支援センター松徳会共催の「フレイル予防セミナー」が開催

され、当院から保健師・管理栄養士・MSW が参加した。当院管理栄養士によ

るフレイル予防に繋がるミニ講座、看護師・管理栄養士・MSW による血圧測

定や健康福祉相談会を実施した。 

    イベント開催の様子について病院公式 LINE で配信を予定している。 

 

   委員からの質疑、意見。 

  ・今後このようなイベントの開催予定はあるか。 

・イベントを継続して開催してほしい。 

・地域住民限定のイベントだけではなく市民などもう少し多くの人が参加で

きるイベントも開催してほしい。 

  →現時点ではイベント開催の予定はない。7 月 2 日の反響をみて今後の開

催を検討していく。 

 

 

（３）医療従事者向け研修会の開催などについて 

7 月 13 日（木）医療従事者向け地域 OPEN セミナー 

    令和 5 年 7 月 13 日（木）に地域 OPEN セミナーを対面及び Zoom で開催する。

講演内容は奥田副院長による「腰痛の診断と治療戦略」である。前回の委員

会でオンデマンド配信を希望する意見をいただいたので、後日に期間限定で

オンデマンド配信を予定している。 

今年度は様々な診療科による研修会を計画していく。 

 

   委員からの質疑。 

  ・住民の方の参加は可能か。 

  →ケアマネージャーや民生委員などは出席可能。 

 

 当院訪問看護ステーションの取り組み 

当院訪問看護ステーションでは医療的ケアの講習会修了者が 2 名在籍して

いる。喀痰吸引や胃瘻からの経管栄養注入が必要な利用者が通い慣れたデイ

サービスをそのまま利用してもらえるよう、デイサービスの介護職員に口腔

及び鼻腔からの吸引と胃瘻からの経管栄養注入の実地指導を 2 日間実施した。    

当院には認定看護師が 14 分野 22 名在籍しているので、医療的ケアの講師

派遣要望があれば地域医療連携室まで連絡ください。 

 

委員からの質疑。 

  ・星ヶ丘の訪問看護ステーションを利用しないと指導を行ってもらえないか。 



3 

 

  →訪問看護ステーションの利用有無に関わらず実地指導を行っている。要望 

がある際は地域医療連携室までお気軽に連絡ください。 

 

 

（４）当院でのボランティアについて 

   正面玄関付近で患者案内などのサポート対応をボランティアさんにお願いし

ている。活動時間は平日 8 時 30 分から 12 時までである。桜丘北コミュニティ

協議会渡邊会長にご協力いただき現在 5 名のボランティアさんがいる。今後は

緩和ケア病棟や患者図書室のボランティアさんを募集予定である。 

   前回の委員会でボランティア証明の発行は可能かとの質問をいただいた。希

望があればボランティア証明を発行しますので総務企画課まで連絡ください。 

   

 

３．当院に対するご意見やご提案について 

（１）研修会や公開講座に関すること（地域住民・地域医療機関等） 

（２）当院の診療機能、医療連携に関すること 

（３）行政や医師会等に対する当院の役割や協力に関すること 

 

   委員からの意見。 

   ・病院公式 LINE に問いかけ機能はあるか。 

    →問いかけ機能はない。投稿内容に対してコメントを記載することは可能

である。 

   （補足事項） 

     メッセージ画面での問いかけ機能はあります。特定の単語に反応して自

動で回答していますが、複雑な質問には回答できません。 

 

 

４．その他 

令和 5 年 7 月 3 日から駐車場の管理を外部委託することになり料金体制が変更さ

れる。 

 

 以上 

 


